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インテリアデザイン教育の企画・実践におけるプロセスと考察

１．はじめに

　各々の筆者は、本学生活プロデュース学科の非
常勤講師として実践的なインテリアデザイン教育
に取り組んでいる。2012 年度より２名で担当して
いる、「インテリアディスプレイと収納計画演習」
の授業は年度ごとにテーマを変える、時代に即し
社会性を重視した柔軟性のある学習運営を目指し
ている。筆者前田久美子は、25 年以上インテリア
デザインの実務者であり、本学の特徴である産業
界との連携者のひとりである。本稿のテーマ以外
にも、「インテリア計画」（１年前期）、「インテリ
ア雑貨とファニチャーデザイン」（２年後期）の

授業も担当している。筆者佐藤美保子は、インテ
リア設計の実務に携わりながら、本学の特色ある
教室の複数の設計・デザインに関わってきた。ま
た、生活プロデュース学科の非常勤講師として、
「インテリアコーディネーション」（１年前期）「創
作絵本の制作」（２年前期）の授業も担当している。
　本稿では、教員がインテリアデザイン教育をど
のようなプロセスで支援し、成果と実績を積み上
げてきたのか、教員の視点からプロセスと実態を
分析し考察する。

２．アクティブラーニングの定義

　文部科学省ではアクティブラーニングについ
て、次のように述べている。『教員による一方向
的な講義形式とは異なり、学修者の能動的な学修
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への参加を取り入れた教授・学習方法の総称。学
修者が能動的に学ぶことによって、認知的、論理
的、社会的能力、教養、知識、経験を含めた汎用
的能力の育成を図る。発見学習、問題解決学習、
体験学習、調査学習等が含まれるが、教室内での
グループ・ディスカッション、ディベート、グルー
プ・ワーク等を行うことでも取り入れられる。』1)
　本稿において、「アクティブラーニング」とい
う用語を用いるときの意味も、これに準じている。

３．問題の所在と研究方法

　本論文の目的は、2012 年から 7年間取り組んで
きた本学 129 教室でのインテリアデザイン実習に
よる能動的な学習活動を、2014 年から 2019 年ま
でを取り上げて、年度ごとに考察し、授業展開の
変化とその成果について検証する。

　本来大学では、高い専門性と研究における問題
設定および論理的思考力の上に、解決力と社会性、
個々の多様性が育成されることが望まれる。その
ため、産業界との連携は学修の強化につながる。
さらに企業のニーズを反映したカリキュラム編成
は、学生の学修目的の明確化となり、就職活動の
一助として活用することが期待できる。
　大学教育において、2018 年 6 月 19 日一般社団
法人日本経済団体連合会が「今後のわが国の大学
改革のあり方に関する提言」を発表した。その中
に、2018 年 4 月 17 日第 15 回中央教育審議会大学
分科会将来構想部会の抜粋で、学修ポートフォリ
オシステムの整備・PDCAの確立による学修成果
の可視化を取り上げている。
　このように質の高い専門性の育成には、論理を
実践する学習カリキュラムと環境が必要である。
インテリアデザイン教育においても同様であり、
それらを実践的プロジェクト学習で実現し、学習

展開はどうあるべきかを問題として取り上げる。

　はじめに、クリスマスディスプレイを、グルー
プワークでクライアント不在のアクティブラーニ
ングに取り組んだ 2014 年から 2017 年の 4 年間の
実績を振り返ることとする。129 教室のインテリ
アショールームが学習活動の場となり、事例を年
度ごとに掲示しながら、目的とテーマ、特徴、学
修者の到達度の変化について報告する。

　次に 2018 年と 2019 年は、新たな展開としてク
ライアントがいる実践的プロジェクトを 2つのグ
ループに分けて取り組んだ。2019 年は、図書館
（2018 年度・2019 年度）と、129 教室のインテリ
アショールーム（2019 年度のみ）の２ケ所が学習
活動の場となった。これまでの学習展開と共通す
る点、相違する点、学習の到達度の変化を考察し、
分析する。

　最後に分析した結果から、新たな発見や問題点、
アクティブラーニングの活用方法と実態をまとめ
ていき、今後の授業展開について役立てていくこ
とにする。
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４．今までの実績　
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５．実践的プロジェクト学習の目的とテーマ

５－１　シラバス
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５－２　129 教室の特徴
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６．実践的プロジェクト事例

６－１　《図書館クリスマスディスプレイプロジェクト 2018》
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６－２　《129 教室・図書館クリスマスディスプレイプロジェクト 2019》
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７．考察

　本研究では、インテリアデザイン教育の企画と
プロセスを実践的プロジェクト学習と位置づけ
て、アクティブラーニングによる授業運営とその
成果についての関係性を明らかにすることが目的
である。クライアントがいる条件で取り組んだ
2018 年と 2019 年の授業展開は、より実践的であ
り、広範な専門知識を横断的に組み立てられる特
徴を持つ。

７－１　前期科目との連携

　2018 年度以降、各筆者が下記の科目を担当し、
学生の習熟度と問題点について連携を図ってき
た。1年前期の科目であり、それぞれの授業はイ
ンテリアの必要性と楽しさ及び生活に興味を持た
せるという重要な役割を担った授業展開としてい
る。
　数年、描くこと、寸法への抵抗感を持つ学生は
少なくなかった。2018 年からは、おおよその学生
は描くことに抵抗感が少なくなり、空間において
も想像する力が芽生えていた。自由にアイデアを
創造し、紙に線や色、形を用いながら、他者へ自
らの考えを伝える多様性のある意見交換ができて
いた。言葉のみでなくデザイン力を用いてコミュ
ニケーションする力が育成されていたと判断する
ことができる。企画の決定から完成まで約１回分
の作業時間の短縮を図れたことと、学生の指示待
ちの姿勢が減少したことが明らかな成果といえ
る。

１年前期　「インテリア計画」前田久美子
①インテリアデザインの歴史を理解する。
②インテリア計画の考え方、進め方を習得する。
③間取りから暮らしを読みとることができる。
④インテリア構成材を理解する。

１年前期　「インテリアコーディネーション」
佐藤美保子
①ものづくりのストーリーを習得する。
②模型制作の基本的な技術を習得する。
③空間を立体的に理解する。

７－２　授業運営の工夫

◎インテリアデザイン教育のプロセス

　インテリアデザインの本質は、ひとと空間、そ
してものをつなげて快適な生活を創造することで
ある。そのために何が必要で、どうすべきか、何
ができるかを、各々や他者とともに考えて、実行
する力をアクティブラーニングで習得することを
目指した。また実践的プロジェクト学習を取り入
れることで、クライアントインタビューから、企
画、デザイン、設営、運営、片付け、成果の分析、
プレゼンテーション、今後の提言まで、インテリ
アデザインの現場を一連で学習できる。学生自身
がプロセスを追う学習方法は、到達目標が明確で
あり、常に学習の位置が確認しやすく、聞き出す
力、整理分析する力、企画する力、実現する力を
総合的に学修できる利点がある。

◎導入

　クライアント（顧客）がいる実践プロジェクト
である意識と責任の自覚を高めるために、全体像
と流れを把握する工程から取り組んだ。ホワイト
ボードを活用した項目出しと工程を認識すること
や、現場で必要な技術、知識、挨拶、ヒヤリング
の進め方、情報の記録と整理の方法について、学
生が自ら取り組めるように具体的に明示する講義
展開を行った。これらは、問題設定力と解決力、
及び社会性の育成につながることを目的にした支
援である。2019 年は、２つのプロジェクトを取り
組むためグループ分けが必要となったが、全員で
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話し合い、自主的に分けることができた。チーム
ワークや協調性は、前期講義との連携の成果であ
り、個の多様性を受け入れたグループ編成を行う
主体性の成長も確認できた。人数比は、図書館グ
ループ 10 名、129 教室 12 名となった。

◎情報収集・情報処理

　2018 年、2019 年ともに学生各々がヒヤリング
で何を聞けばよいのかを抽出して、その後、全員
で 30 分程度のディスカッションを行った。この
とき教員は、具体的に指導は行っていない。ディ
スカッション後、教員が不足していた項目を取り
上げて、予算や利用者数、扱ってはいけないアイ
テムなど、インテリアデザインのプロセスや現場
で、必要な項目と理由を指導して理解を深めた。
情報収集の準備を整えて、学生が１時間程度のイ
ンタビューを行った。場の構成を組み立てる椅子
のレイアウトからはじまり、挨拶、質問、終了の
挨拶まで、すべて学生が運営を行った。クライア
ントインタビューでは、要望をなるべく正確に聞
き出せるよう具体的に問いかけること、聞き出し
たいことが上手に聞き出せない場合、その場で質
問を変えてもう一度聞き出す工夫をするなど他者
と連携を図ることが課題である。学生は、適宜協
力をしながら、周囲と筆談などで相談してすすめ、
その場の対応力を駆使して質問をより確信へと導
き、50 項目程度の内容を聞き出すことができた。
　2018 年は、課題全てを全員でディスカッション
する方法で取り組んだが、発言が多い学生と発言
しない学生がそれぞれ全体の２割程度を占めてい
た。教員は、全員をひとつのテーブルに集めて、
情報の整理の手順の指導を行った。消極的な姿勢
から発言が増えたものの、教員が質問を投げかけ
て気づくなど、分析からコンセプト立案まで教員
の支援が必要であった。

　2019 年は、情報処理をまずグループごとでディ
スカッションし、模造紙に書き出し掲示した。こ
のことは、プロジェクトが完成するまで、学習の
課題が発見しやすくなり、解決するために必要な
情報の振り返りに役立った。問題分析も加えた情
報の可視化は、コンセプトに基づいた一貫したデ
ザインを進める一助になっている。

◎デザイン力・設計力・コミュニケーション力・

運営マネジメント力・スケジュール管理力

　２年にわたり、クリスマスディスプレイで図書
館の利用者を増やすことが課題のテーマとなっ
た。インテリアデザイン教育において、ひとの存
在に興味を持つことは、最も重要なことである。
「誰かのために考える」というインテリアデザイ
ンの本質を、グループワークで他者と関わり、実
行し、運営する一連の学習でコミュニケーション
力やマネジメント力を身につけた。さらにインテ
リアデザインの現場そのものを体験することで、
より高い専門性と達成感を習得する学習展開につ
ながった。

　2018 年は、10 月 5 日～ 12 月 7 日までが取り組
み期間である。図書館の印象を書き出し、ヒヤリ
ングした後に、教室で情報処理を行った。全員で
デザインコンセプトを考えて、３つのチームが担
当内容ごとに分かれて完成まで取り組み、３つの
内容を最後に連結させる方法で完成させた。各グ
ループの作業の内容や進行状況について、興味を
持って関わる学生が少なく、全体的な活動という
意識が希薄であったことが問題点である。

　2019 年は、9 月 20 日～ 11 月 29 日までが取り
組み期間である。初回講義で、グループ分けと
129 教室と図書館の印象を書き出した。改めて次
の講義で、全員で図書館のヒヤリングに臨んだ。
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情報処理はまず担当ごとのグループワークで行
い、模造紙にまとめて、最終的に教員とともに整
理する作業段階を経たことが、前年度と異なる点
である。コンセプト立案からは、学生がそれぞれ
アイデアを保有していたため、教室に PCを活用
して情報と経緯をまとめるよう支援した。デザイ
ンは、アイデアそのものが大切であり、そのこと
を理解するきっかけとなり、波及効果として作業
効率も高まった。

　また新たな取り組みとして、運営マネジメント
力の育成を加えた。各グループ１万円の予算を計
画して、商品の在庫状況や配送費用、納期、教員
への稟議まで取り組んだ。学生はアイテムの数や
大きさ、商品詳細情報を調べることで、ものに対
する見方がわかり知識が広がった。さらにデザイ
ンの過程で、適切なもの選びができるようになり、
予算管理やマネジメント力が習得できた。最後に
図書館の利用者数を増やすこととインテリアデザ
インコースの取り組みの認知度を向上させる２つ
の目的を実現するために、ポスター制作から掲示
まで、本学教務課に交渉する場面を設けた。教員
や他学科の学生へのインフォメーションの企画や
イベントの運営は、教員不在のときも、学生が主
体的に役割分担をし運営することができた。

◎学修成果と分析

　図書館来場数　1日平均約 100 名増加、インテ
リアデザイン教室来客数約 70 名のインテリアデ
ザイン教育の成果である。それぞれの場に置かれ
た感想ノートや学生自ら声掛けをして誘致し、責
任感を持ってイベントを運営し、直接感想を聞く
学生の意欲的な姿勢も確認することができた。ア
イデアに優れている、作業が得意である、気配を
察して動けるなど、学生の資質は様々である。教
員は、2019 年新たな取り組みとして 1．グループ

ワークでお互いが意見を言える環境をつくるこ
と、2．意見がまとまらないことは日常的に起こ
ること、3．問題点を書き出して、わかりやすく
論理的に意見をまとめるように工夫することを加
えている。
　このように実践的プログラムの学修は、学生の
意欲を引き出し、主体性を高めることができる。
また実現性をともなうインテリアデザイン教育の
成果は、クライアントの感想や反応を体験できる
ことにある。教員以外から受ける客観的評価は、
汎用的能力の育成に大きな役割を果たすと考え
る。

８．これからの課題

　筆者は、本学での７年間の教育現場を分析し、
学習プロセスの組み立てが学生の意欲と学修成果
を高める要因と考えられた。また実務者として産
業現場から求められる資質や能力を、教育現場に
つなげて支援することは、質の高い専門性の学習
につながり、学生が期待する学習であることもわ
かった。

　今後の課題として、技術の習得を多角的に学習
できる横断的カリキュラムづくりが必要なことで
ある。他教科との連携により、総合的に到達度の
レベルを高めることができる実態をとらえて分析
する。

　教員の視点で、時代とともに現場の手法をアク
ティブラーニングで取り入れ、更なる実践的なカ
リキュラムを構築していく。それが学生の汎用的
能力の育成にどのような影響を与えるのかを、学
習展開とその成果について研究していく。
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参考資料１
　本学 2019 年度後期　相互授業参観週間　教職員コ
メント一覧を掲載することとする。
①授業の印象
　図書館をクライアントと設定。学生からの質問に
図書館員が回答。事前準備、代表者からの挨拶、セッ
ティングなど細やかなところまで行き届いた対応で
した。
②学生の反応
　事前準備から緊張感のある態度で臨んでいた。全
員からの個別質問もしっかり考えられており、具体
的で発想豊かなものが多かった。
③参考になった点・改善した方がよいと思われる点
　事前準備から授業まで、教員の指導が行き届いて
いる点は見習うべき点でした。

参考資料２
「インテリアディスプレイ及び収納計画演習」2012
年から 2019 年　平均出席率　90％
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Process and consideration in planning and practice of interior design education

Kumiko MAEDA, Mihoko SATO

【abstract】
    In this paper, two part-time teachers study interior design education as a practical project on the theme of 

Christmas display in the classroom 129 and the library at the university. Learning development is based on active 

learning, and incorporates a learning process that visualizes learning connected to society with the PDCA cycle. 

We will continue to study the development of lessons and the results of leaning that will expand the willingness 

to acquire advanced specialized knowledge and individual diversity and lead to the development of sociality.
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